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験は、精神・心理学的研究(Wildschut et al., 2006; Yamagami et al., 2007; Routledge et al., 
2008; Zhou et al., 2008)によって、孤独感、うつ感情、死に対する恐怖感などの不快感
情を軽減する効果のあることが示されているとともに、生理学的研究(Matsunaga et al., 
2013)によってノスタルジアには免疫も高める効果のあることも示されている。また、




 大場氏による「The neural basis of nostalgia （懐かしさの神経基盤に関する研究）」で
は、ノスタルジアの脳内情報処理過程を明らかにする目的で、健常女性被験者を対象とし、
ノスタルジアを誘発する刺激とコントロール刺激とを視覚的にランダムに提示し、各刺激
によって誘発される脳活動を機能的磁気共鳴画像法(fMRI: functional magnetic resonance 
imaging)によって計測するとともに、fMRI実験後に主観評価を実施した。得られた脳機能
データは、とくに脳の記憶系と報酬系に関心領域(ROI: region of interest)を設定し、事象
関連デザインやブロックデザインという標準的な解析モデルに基づく解析に加え、両者の
活動に関する相関解析を実施した。これらの解析によって、ノスタルジアにともない、黒
































国際的に高い評価を得ており、Oxford University Press (London) 発行の学術雑誌であ
る”Social Cognitive and Social Neuroscience (SCAN) (2015 impact factor = 7.372, 5-year 
impact factor =7.332)”において”Memory and reward systems coproduce ‘nostalgic’ 
experiences in the brain”として 2015年に原著論文として公表された。 
 さらに、大場氏は、口頭発表および質疑応答の形でおこなわれた最終試験においても、
明解な発表をおこない、審査員からの質問に対しても適切な応答をおこなうことができた
ことから、同氏は博士（学術）の学位授与に値するものと判断した。 
